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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む液晶表示装置を駆動する装置であって、
　複数の階調電圧を生成する階調電圧生成部と、
　カラー信号に該当する階調電圧を選択して画像信号電圧として前記画素に印加するデー
タ駆動部と、
　前記カラー信号と前記カラー信号の表示を制御する制御入力信号の供給を受けて前記デ
ータ駆動部を制御する信号制御部と、
　を含み、
　前記階調電圧生成部は、
　前記データ駆動部と連結されて変化することができる第１階調電圧を供給する第１可変
抵抗部と、
　前記第１可変抵抗部と第１電圧の間に連結され、複数の第２階調電圧を生成して前記デ
ータ駆動部に供給する第１抵抗列と、
　前記第１電圧に一つの端子が連結されて複数の第３階調電圧を生成する第２抵抗列と、
　を含むことを特徴とする、液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２】
　前記階調電圧生成部は、前記データ駆動部と連結されており、前記第１可変抵抗部から
の信号の極性を反転して前記データ駆動部に供給する極性反
転器をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
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【請求項３】
　前記第１可変抵抗部は、可変抵抗と前記可変抵抗の可変端と前記極性反転器の入力端の
間に連結され、変化する前記第１階調電圧を出力するバッファー部を含むことを特徴とす
る、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項４】
　前記極性反転器は、反転端子と非反転端子と出力端子とを有する演算増幅器と、第１及
び第２抵抗とを含み、
　前記反転端子は、前記バッファー部に連結されており、非反転端子には反転基準電圧が
印加され、
　前記第１抵抗は前記バッファー部と前記反転端子の間に連結されており、前記第２抵抗
は前記反転端子と前記出力端子の間に連結されていることを特徴とする、請求項３に記載
の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項５】
　前記階調電圧生成部は、前記データ駆動部と連結されて変化することができる第４階調
電圧を供給する第２可変抵抗部をさらに含むことを特徴とする、請求項１ないし４のいず
れか１項に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項６】
　前記階調電圧生成部は、前記第２可変抵抗部と第２電圧の間に連結され、複数の第５階
調電圧を生成して前記データ駆動部に供給する第３抵抗列をさらに含むことを特徴とする
、請求項５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項７】
　前記第２抵抗列は、前記第１電圧と前記第２電圧の間に連結されていることを特徴とす
る、請求項６に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項８】
　前記第１階調電圧はブラック階調電圧を含み、前記第４階調電圧はホワイト階調電圧を
含むことを特徴とする、請求項６に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】
　前記極性反転器と前記データ駆動部とは、同一なチップ上に備えられていることを特徴
とする、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
　前記可変抵抗は、前記信号制御部と同一な場所に備えられていることを特徴とする、請
求項２に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１１】
　前記液晶表示装置は、OCBモードであることを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示
装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の駆動装置に関し、より詳しくは、液晶表示装置に供給される
ホワイト階調電圧とブラック階調電圧を任意に調整する液晶表示装置の駆動装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は二つの表示板の間に注入されている誘電率異方性を有する液晶物質に電
界を印加し、この電界の強さを調節して基板に透過する光の量を調節することによって所
望の画像を得る表示装置である。このような液晶表示装置は携帯が簡便な平板表示装置の
中でも代表的なものであって、更にこの中でも薄膜トランジスタをスイッチング素子とし
て利用した薄膜トランジスタ用液晶表示装置が主に利用されている。
【０００３】
　このような液晶表示装置の中でツイステッドネマチックモードが最も一般的であるが、
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最近は応答速度と狭い視野角を改善するためにOCB（optically compensated bend）モー
ドの液晶表示装置もまた活発に研究されている。
【０００４】
　OCBモード液晶表示装置は液晶分子の湾曲配列を利用したものであって、臨界電圧Ｖｃ
以下でベンド配向が割れるために、湾曲配向が割れない臨界電圧Ｖｃ以上でのみ駆動する
。
【０００５】
　しかし、OCBモード液晶表示装置の電圧対透過率曲線（VT曲線）は安定的でないため、
工程偏差、つまり、液晶層の厚さや整列偏差などにより製品の特性がひどく変わって、適
正な駆動をするのが困難である。
【０００６】
　つまり、ノーマリーホワイトモードOCB液晶表示装置の場合、電圧が低いホワイト領域
ではVT曲線の傾きが急で、微細な電圧変化にも大幅の輝度差が発生するので、輝度を調節
するのが困難である。一方、電圧の高いブラック領域のVT曲線には多くの変曲点があるの
で、電圧が増加すればむしろ明るくなる階調反転現象が発生する。このような現象は製品
の工程偏差が小さいとしても階調特性に大きい差を生じさせ、同じ階調電圧に対しても輝
度が互いに異になるという問題が発生する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の技術的課題は、液晶表示装置の階調特性に合せて容易に階調電圧
を調整することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような技術的課題を解決するための本発明の特徴は、複数の画素を含む液晶表示装
置を駆動する装置が、
　複数の階調電圧を生成する階調電圧生成部と、
　カラー信号に該当する階調電圧を選択して画像信号電圧として前記画素に印加する画像
信号駆動部と、前記カラー信号と前記カラー信号の表示を制御する制御入力信号の供給を
受けて前記画像信号駆動部を制御する信号制御部を含み、前記複数の階調電圧の中で連続
する少なくとも二つ以上の第１階調電圧は変化することができ、前記複数の階調電圧の中
で連続する少なくとも二つ以上の第２階調電圧は固定されている。
【０００９】
　第１階調電圧は可変抵抗を利用して変化することができ、ブラック階調電圧またはホワ
イト階調電圧を含む。
【００１０】
　液晶表示装置の駆動装置は複数の階調電圧の中で連続する少なくとも二つ以上の第３階
調電圧を変化させることができる。
【００１１】
　好ましくは、第１階調電圧はブラック階調電圧を含み、第３階調電圧はホワイト階調電
圧を含み、前記第１階調電圧と前記第３階調電圧は独立的に変化することができる。
【００１２】
　複数の階調電圧は極性が反対であり大きさが同一な複数の対の階調電圧を含むことが良
い。
【００１３】
　また、少なくとも対の一つの階調電圧は、互いに連動して変化する。
【００１４】
　可変抵抗は信号制御器と共に液晶表示装置の外部に存在する印刷回路基板に備えられて
いるのが好ましい。
【００１５】
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　本発明の他の特徴として、複数の画素を含む液晶表示装置を駆動する装置は、複数の階
調電圧を生成する階調電圧生成部、カラー信号に該当する階調電圧を選択して画像信号電
圧として前記画素に印加するデータ駆動部、前記カラー信号と前記カラー信号の表示を制
御する制御入力信号の供給を受けて前記データ駆動部を制御する信号制御部を含み、前記
階調電圧生成部は、前記データ駆動部と連結されて変化することができる第１階調電圧を
供給する第１可変抵抗部、前記第１可変抵抗部と第１電圧の間に連結され、複数の第２階
調電圧を生成して前記データ駆動部に供給する第１抵抗列、そして前記第１電圧に一つの
端子が連結されて複数の第３階調電圧を生成する第２抵抗列を含む。
【００１６】
　階調電圧生成部は前記データ駆動部と連結されており、前記第１可変抵抗部からの信号
極性を反転して前記データ駆動部に供給する極性反転器をさらに含んでいる。
【００１７】
　好ましく、第１可変抵抗部は可変抵抗と前記可変抵抗の可変端と前記極性反転器の入力
端の間に連結され、変化する前記第１階調電圧を出力するバッファー部を含む。
【００１８】
　極性反転器は反転端子、非反転端子及び出力端子を有する演算増幅器と第１及び第２抵
抗を含んでおり、反転端子は前記バッファー部に連結されており、非反転端子には反転基
準電圧が印加され、前記第１抵抗は前記バッファー部と前記反転端子の間に連結されてお
り、前記第２抵抗は前記反転端子と前記出力端子の間に連結されている。
【００１９】
　好ましく、階調電圧生成部は前記データ駆動部と連結されて変化することができる第４
階調電圧を供給する第２可変抵抗部をさらに含んでおり、前記第２可変抵抗部と第２電圧
の間に連結され、複数の第５階調電圧を生成して前記データ駆動部に供給する第３抵抗列
をさらに含む。また、第２抵抗列は前記第１電圧と前記第２電圧の間に連結されている。
【００２０】
　第１階調電圧はブラック階調電圧を含み、第４階調電圧はホワイト階調電圧を含む。
【００２１】
　極性反転器は前記データ駆動部と同一なチップ上に備えられており、可変抵抗は信号制
御部と同一な場所に備えられている。
【００２２】
　好ましくは、液晶表示装置はOCBモードである。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の実施例では、製作された液晶表示装置の階調特性により液晶表示板組立体に装
着された可変抵抗の抵抗値を調整して、別途にホワイト階調電圧とブラック階調電圧を容
易に調整することができるので、液晶表示装置ごとのホワイト階調特性とブラック階調特
性を均一に維持することができる。
【００２４】
　特に、OCBモードで問題になるホワイト階調電圧とブラック階調電圧付近の電圧のみを
別途に調整し、それ以外の階調電圧には影響を与えないようにするので、階調電圧の調整
効率が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施例について本発明の属する技術分野にお
ける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。
【００２６】
　図１は本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図であり、図２は一つの画素に対
する等価回路図である。
【００２７】
　図１に示したように、本発明による液晶表示装置は基板アセンブリ３００と、これに連
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結されたゲート駆動部４２０及びデータ駆動部４３０と、ゲート駆動部４２０に連結され
た駆動電圧生成部５６０と、データ駆動部４３０に連結された階調電圧生成部５７０と、
これらを制御する信号制御部５５０とを含んでいる。
【００２８】
　等価回路より、基板アセンブリ３００は、複数の信号線（G０-Gn、D１-Dm）とこれに連
結された複数の画素を含み、各画素は信号線（G０-Gn、D１-Dm）に連結されたスイッチン
グ素子（Q）とこれに連結された液晶容量（Clc）及び維持容量（Cst）を含む。信号線（G
０-Gn、D１-Dm）は、走査信号またはゲート信号を伝達し、行方向にのびている複数の走
査信号線またはゲート線（G０-Gn）と、画像信号またはデータ信号を伝達し、列方向にの
びている画像信号線またはデータ線（D１-Dm）とを含む。スイッチング素子（Q）は三端
子素子であって、その制御端子はゲート線（G０-Gn）に連結されており、残りの二つの端
子のうちの一つはデータ線（D１-Dm）に連結され、他の一つは液晶容量（Clc）及び維持
容量（Cst）の一つの端子に連結されている。
【００２９】
　液晶容量（Clc）の他の端子は、共通電圧（Vcom）または基準電圧に連結されている。
維持容量（Cst）の他の端子は、図面から見て、すぐ上のゲート線（以下、“前段ゲート
線”という）に連結されており、このような連結方式を前段ゲート方式という。しかし、
維持容量（Cst）の他の端子は他の電圧、例えば、基準電圧に連結されることができ、こ
の場合を独立配線方式という。
【００３０】
　一方、基板アセンブリ３００の構造は、図２のように示すことができる。便宜上、図２
には一つの画素だけ示している。
【００３１】
　図２に示したように、基板アセンブリ３００は互いに対向する下部基板１００と、上部
基板２００と、２つの基板の間に介在する液晶層３とを含む。下部基板１００にはゲート
線（Gi-１、Gi）とデータ線（Dj）とスイッチング素子（Q）と維持容量（Cst）が備えら
れている。液晶容量（Clc）は、下部基板１００の画素電極１９０と上部基板２００の基
準電極２７０に連結している二つの端子を有し、二つの電極１９０、２７０の間の液晶層
３は誘電体として機能する。本実施例の液晶層３は、例えば、OCBモードをとることがで
きるが、この場合液晶分子は下部基板１００と上部基板２００との中間に位置する面に対
して、対称で方向が変化する湾曲配列で配向されている。
【００３２】
　画素電極１９０はスイッチング素子（Q）に連結され、基準電極２７０は上部基板２０
０の全面に形成されており、共通電圧（Vcom）に連結される。
【００３３】
　液晶分子は画素電極１９０と基準電極２７０より生成する電場によってその配列を変え
、これにより液晶層３を通過する光の偏光が変化する。このような偏光の変化は、基板１
００、２００に付着された偏光子（図示せず）によって光の透過率変化に影響する。
【００３４】
　画素電極１９０はまた、絶縁体を媒介として前段ゲート線（Gi-１）と重なることによ
って、前段ゲート線（Gi-１）と共に維持容量（Cst）の二つの端子を構成する。独立配線
方式の場合、例えば、基準電圧の印加を受ける別個の配線が画素電極１９０と重なること
によって維持容量（Cst）を構成する。
【００３５】
　図２はスイッチング素子（Q）の例としてＭＯＳトランジスタを示しており、このＭＯ
Ｓトランジスタは実際工程において非晶質シリコンまたは多結晶シリコンをチャンネル層
とする薄膜トランジスタとして形成される。
【００３６】
　図２とは違って、基準電極２７０が下部基板１００に備えられる場合もあり、この時に
は二つの電極１９０、２７０が全て板状ないしは線状に作られる。
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【００３７】
　一方、カラー表示を実現するためには、各画素が色相を表示するようにしなければなら
ず、これは画素電極１９０に対応する領域に赤色、緑色、または青色のカラーフィルター
２３０を備えることによって可能になる。カラーフィルター２３０は、図２に示したよう
に、主に上部基板２００の当該領域に形成されるが、下部基板１００の画素電極１９０の
上部のまたは下部に形成することもできる。
【００３８】
　再び図１を参考にすると、ゲート駆動部４２０及びデータ駆動部４３０はそれぞれスキ
ャン駆動部及びソース駆動部ともよばれ、複数のゲート駆動IC及びデータ駆動ICを含む。
各ICは基板アセンブリ３００の外部に別途に存在するか、または基板アセンブリ３００上
に実装することもでき、信号線（G０-Gn、D１-Dm）及び薄膜トランジスタ（Q）と同一な
工程で基板アセンブリ３００上に形成することもできる。
【００３９】
　図３にはゲート駆動部４２０が基板アセンブリ３００と一体に形成されており、データ
駆動部４３０はチップ４１０の形態でフレキシブル回路基板４００上に実装されている構
造を示している。
【００４０】
　ゲート駆動部４２０は基板アセンブリ３００のゲート線（G０-Gn）に連結され、駆動電
圧生成部５６０からのゲートオン電圧（Von）とゲートオフ電圧（Voff）の組み合わせか
らなるゲート信号をゲート線（G０-Gn）に印加する。
【００４１】
　データ駆動部４３０は基板アセンブリ３００のデータ線（D１-Dm）に連結されており、
階調電圧生成部５７０からの階調電圧を選択してデータ信号としてデータ線（D１-Dm）に
印加する。
【００４２】
　信号制御部５５０と駆動電圧生成部５６０は、図３に示したように、印刷回路基板５５
０に備えられており、この印刷回路基板５５０はフレキシブル回路基板４００を通じて基
板アセンブリ３００と、機械的、電気的に連結される。本発明の実施例による階調電圧生
成部５７０は、印刷回路基板５００とチップ４１０の各々一部分において供給され、もし
くは印刷回路基板５００にのみに備えられることもできる。
【００４３】
　ゲート駆動部４２０とデータ駆動部４３０、駆動電圧生成部５６０などの動作は、これ
らに連結された信号制御部５５０によって制御され、これについて詳細に説明する。
【００４４】
　信号制御部５５０は、外部のグラフィック制御器（図示せず）からRGBカラー信号及び
それの表示を制御する制御入力信号、例えば、垂直同期信号（Vsync）と水平同期信号（H
sync）、メインクロック（CLK）、データイネーブル信号（DE）などの提供を受ける。信
号制御部５５０は、制御入力信号に基づいてゲート制御信号及びデータ制御信号を生成し
た後、ゲート制御信号をゲート駆動部４２０と駆動電圧生成部５６０へ送り出し、データ
制御信号と適切に処理されたカラー信号（R、G、B）をデータ駆動部４３０へ送り出す。
【００４５】
　ゲート制御信号は、ゲートオンパルス（ゲート信号のハイ区間）の出力開始を知らせる
垂直同期開始信号（STV）、ゲートオンパルスの出力時期を制御するゲートクロック信号
（CPV）及びゲートオンパルスの幅を限定するゲートオンイネーブル信号（OE）などを含
む。この中でゲートオンイネーブル信号（OE）とゲートクロック信号（CPV）は駆動電圧
生成部５６０に供給される。データ制御信号は、カラー信号の入力開始を知らせる水平同
期開始信号（STH）と、データ線に当該データ電圧の印加を命令するロード信号（LOADま
たはTP）及びデータクロック信号（HCLK）などを含む。
【００４６】
　この時、信号制御部５５０はデータイネーブル信号（DE）にしたがって入力されたカラ
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ー信号（R、G、B）を出力する。
【００４７】
　垂直同期開始信号（STV）を受け、ゲート駆動部４２０はゲートクロック信号（CPV）に
同期して、駆動電圧生成部５６０からのゲートオン電圧（Von）をゲートオンパルスとし
てゲート線（G０-Gn）に印加し、これに連結されたスイッチング素子（Q）をオンさせる
。この時、ゲートオンパルスの幅はゲートオンイネーブル信号（OE）によって決定され、
ゲートオンパルスが印加されない間に、ゲート線（G０-Gn）にゲートオフ電圧（Voff）を
印加し、スイッチング素子（Q）をオフ状態にする。駆動電圧生成部５６０はその他にも
基準電圧（Vcom）を生成して基板アセンブリ３００に供給する。
【００４８】
　データ駆動部４３０は水平同期開始信号（STH）を受けると、データクロック信号（HCL
K）に同期して、カラー信号（R、G、B）をシフトレジスター（図示せず）に保存して、ロ
ード信号ＬＯＡＤのパルスを受けると、階調電圧生成部５７０からの階調電圧のうちの色
信号（R、G、B）に対応する階調電圧を選択してデータ信号として当該データ線に印加す
る。そうすると、データ信号は当該データ線に連結されたオンしているスイッチング素子
（Q）を通じて各画素に印加される。
【００４９】
　本発明では同一な階調については同一な明るさを維持することができるように、階調電
圧生成部５７０によって発生される階調電圧を調整する、次の二つの実施例を提示する。
【００５０】
　図４と図５を参照して、本発明の実施例による階調電圧生成部について詳細に説明する
。
【００５１】
　図４は本発明の一実施例による階調電圧生成部の詳細回路図である。
【００５２】
　図４に示したように、本発明の一実施例による階調電圧生成部５７０は階調電圧を生成
するための二つの独立した電圧出力部５７１、５７２を含む。
【００５３】
　二つの電圧出力部５７１、５７２のうちの第１電圧出力部５７１は、最も低い階調（ブ
ラック階調）及び最も高い階調（ホワイト階調）に対応する電圧を生成し、この電圧もま
た独立的に生成される。ノーマリーホワイト方式の場合、ブラック階調に対応する電圧値
が最も高く、反対にホワイト階調に対応する電圧値が最も低い。本発明の実施例で、各カ
ラー信号（R、G、B）は８ビットからなり、発生する全ての階調数は２５６（＝２８）個
である。したがって、ブラック階調電圧は第１階調電圧（１G）になり、ホワイト階調電
圧は第２５６階調電圧（２５６G）になり、電圧値には、第１階調電圧＞第２５６階調電
圧の関係が成立する。一方、液晶物質に一方向だけに電界を印加する場合、液晶物質の特
性が悪くなりうるので、反対極性の電圧を印加する必要がある。したがって、本発明の実
施例による第１電圧出力部５７１は、正極性及び負極性のブラック階調電圧（１G、１G-
）と、正極性及び負極性のホワイト階調電圧（２５６G、２５６G-）とを全て生成する。
ここで、正極性及び負極性は、共通電圧（Vcom）を基準とした極性を意味する。また、正
極性の階調電圧は、負極性の階調電圧と対応して同一な輝度を表示するので、共通電圧（
Vcom）と正極性の階調電圧との差のは、共通電圧（Vcom）と負極性の階調電圧との差と同
一なのが好ましい。
【００５４】
　第１電圧出力部５７１において、ブラック階調電圧（１G、１G-）とホワイト階調電圧
（２５６G、２５６G-）を生成する回路は同一な構造を有する。ブラック階調電圧（１G、
１G-）を生成する回路は、可変抵抗（VR１）と、この可変抵抗（VR１）に直列に連結され
ている二つの演算増幅器（OP１、OP３）と、及び二つの抵抗（R２１、R２２）とを含んで
いる。
【００５５】
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　演算増幅器（OP１）の非反転端子（＋）は可変抵抗（VR１）の可変端に連結されており
、反転端子（－）は自身の出力端子に連結されて、正極性のブラック階調電圧（１G）を
出力する。
【００５６】
　演算増幅器（OP３）の反転端子（－）と演算増幅器（OP１）の出力端子の間には抵抗（
R２１）が連結されており、非反転端子には共通電圧（Vcom）が印加される。また、演算
増幅器（OP３）の反転端子と出力端子の間には抵抗（R２２）が連結されており、出力を
反転端子（－）にフィードバックする。演算増幅器（OP３）は正極性のブラック階調電圧
（１G）を反転させて負極性のブラック階調電圧（１G-）を出力する。
【００５７】
　ホワイト階調電圧（２５６G、２５６G-）を生成する回路は、可変抵抗（VR２）、２つ
の演算増幅器（OP２、OP４）及び２つの抵抗（R３１、R３２）を含み、ブラック階調電圧
（１G、１G-）を生成する回路と同一に連結されて正極性と負極性のホワイト階調電圧(２
５６G、２４５G-）を生成する。
【００５８】
　また一つの電圧出力部である第２電圧出力部５７２は、第１電圧出力部５７１で生成さ
れない残りの階調電圧、つまり、第２乃至第２５５階調電圧（２G～２５５G、２G-～２５
５G-）を生成し、その構造は図４に示した通りである。
【００５９】
　図４に示したように、第２電圧出力部５７２は電源（Vdd）と共通電圧（Vcom）の間に
連結されている一連の抵抗を含む。この抵抗は段階的に連結された階層構造を有しており
、図４に示したように、電源（Vdd）と共通電圧（Vcom）の間に一定の数の第１端の抵抗
（R１～R５）が直列に連結されており、第１端の各抵抗（R１～R５）の両端にさらに一定
の数の第２端の抵抗が直列に連結されており、このような連結は適正な数の階調電圧が得
られるまで繰り返される。各端の抵抗数は必要に応じて変わることがあり、第１端の抵抗
（R１～R５）数は５個であり、第２端の抵抗数は５個に示されてある。このように電源（
Vdd）と共通電圧（Vcom）の間に連結された一連の抵抗は正極性の階調電圧（２G～２５５
G）を生成する。第２電圧出力部５７２はまた、負極性の階調電圧（２G-～２５５G-）を
生成するために共通電圧（Vcom）とグランドの間に連結された抵抗を有しており、これら
の抵抗の連結構造は、正極性の階調電圧（２G～２５５G）を生成するための抵抗の連結構
造と同一である。
【００６０】
　このような構造からなる第１及び第２電圧出力部５７１、５７２の回路成分の中で、可
変抵抗（VR１、VR２）と複数個の分圧抵抗（R１～R５、R１１～R１５．．．）は印刷回路
基板５００に実装でき、演算増幅器（OP１～OP４）と抵抗（R２１、R３１、R２２、R３２
）はチップ４１０に実装できる。
【００６１】
　このような構造からなる本発明の一実施例による階調電圧生成部５７０の動作について
説明する。
【００６２】
　液晶表示装置が製作されると、この液晶表示装置の階調特性を検査して、ホワイト及び
ブラック階調の輝度が基準値から逸脱する場合、これらが基準値になるように印刷回路基
板５００に実装されている第１電圧出力部５７１の可変抵抗（VR１、VR２）の抵抗値を調
整し、演算増幅器（OP１、OP２）の非反転端子に印加される電圧を変化させる。この時、
ブラック階調電圧は第２階調電圧より低くなく、ホワイト階調電圧は第２５５階調電圧よ
り高くないようにするのが好ましい。バッファーとして動作する演算増幅器（OP１、OP２
）は調整された電圧を出力端子を通じて出力する。演算増幅器（OP１、OP２）の出力電圧
は、各々正極性のブラック階調電圧（１G）とホワイト階調電圧（２５６G）としてデータ
駆動部４３０に供給される一方、自身の反転端子及び演算増幅器（OP３、OP４）の反転端
子の入力として供給される。
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【００６３】
　演算増幅器（OP３、OP４）は抵抗（R２１及びR２２、R３１及びR３２）によって決定す
る利得だけ反転端子の入力電圧を反転増幅し、負極性のブラック階調電圧（１G-）とホワ
イト階調電圧（２５６G-）を各々生成してデータ駆動部４３０に供給する。この時、負極
性の電圧とは、共通電圧（Vcom）に対する差が、正極性電圧からの大きさと同一であるが
符号は異なる電圧を意味する。
【００６４】
　一方、第２階調電圧出力部５７２は、ブラック階調とホワイト階調の間に存在する残り
の階調を表示するための正極性と負極性の階調電圧（２G～２５５G、２G-～２５５G-）を
、抵抗値が予め決定されていて階層構造に連結された抵抗の分圧機能によって生成し、デ
ータ駆動部４３０に供給する。
【００６５】
　このように本実施例によると、製品によってブラック階調電圧（１G、１G-）とホワイ
ト階調電圧（２５６G、２５６G-）を調整することができ、これらを調整しても残りの階
調電圧（２G、２G-、３G、３G-、．．．、２５４G、２５４G-、２５５G、２５５G-）は調
整と無関係に、既に決められたガンマ曲線に合うように決定された値の抵抗（R１～R５、
R１１～R１５）によって当該電圧を出力する。
【００６６】
　次に図５を参照して本発明の他の実施例による階調電圧生成部５７０の構造と動作につ
いて説明する。図４に示した本発明の実施例と同一な機能をする構成要素には同一な図面
符号を付した。
【００６７】
　図５に示したように、本発明の他の実施例による階調電圧生成部５７０は、電圧調整部
５７３とこれに連結された電圧出力部５７４を含んでいる。
【００６８】
　本実施例の電圧調整部５７３と電圧出力部５７４は、各々前述の実施例の第１電圧出力
部５７１及び第２電圧出力部５７２と類似した構造を有している。ただし、前述の実施例
の第２電圧出力部５７２における電源（Vdd）と共通電圧（Vcom）とグランドを電圧調整
部５７３の演算増幅器（OP１）の出力と演算増幅器（OP２）の出力と各々代替し、共通電
圧（Vcom）を残りの二つの演算増幅器（OP３、OP４）の出力と代替した構造である。ここ
で共通電圧（Vcom）を代替する時に正極性の階調電圧を生成する抵抗列には、演算増幅器
（OP２）の出力を連結し、負極性の階調電圧を生成する抵抗列には、演算増幅器（OP４）
の出力を連結する。このような連結関係のために、抵抗列のノードから出力される階調電
圧が演算増幅器（OP１～OP４）からの入力電圧値によって異なるようになる。
【００６９】
　つまり、図５と図４との相異する点は、図４では電源（Vdd）、共通電圧（Vcom）、そ
して接地の間に各々抵抗を直列に連結しているが、図５では演算増幅器（OP１及びOP２、
OP３及びOP４）の出力端子の間に複数個の抵抗を直列に連結している点である。したがっ
て、これに対する詳細な構造の説明は省略する。
【００７０】
　本発明の電圧調整部５７３と電圧出力部５７４は全て印刷回路基板５００に実装できる
。
【００７１】
　このような構造からなる本実施例の階調電圧生成部５７０では、電圧調整部５７３から
の出力が電圧出力部５７４に入力される。
【００７２】
　電圧出力部５７４は、演算増幅器（OP１～OP４）からの入力電圧を各々正極性ブラック
階調電圧、正極性ホワイト階調電圧、負極性ブラック階調電圧、負極性ホワイト階調電圧
としてデータ供給部４３０に供給する。それ以外の階調電圧は抵抗列の分圧機能によって
適切な電圧値でデータ駆動部４３０に供給する。
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【００７３】
　次に、図６を参照して、本発明の他の実施例による階調電圧生成部５７０の構造と動作
について説明する。同様に、図５に示した本発明の実施例と同一な機能をする構成要素に
は同一な図面符号を付する。
【００７４】
　図６に示したように、本発明の階調電圧生成部５７０は図５に示したのと同様に電圧調
整部５７３とこれに連結された電圧出力部５７４１を含んでおり、電圧調整部５７３は図
５に示した電圧調整部と同一な構造を有している。
【００７５】
　図６に示した電圧出力部５７４１が図５に示した電圧出力部５７４とは異なる点は、抵
抗（R１及びR２、R４及びR５）の間の接点に各々電圧（V１及びV２）が印加され、抵抗（
R１１及びR１２、R１４及びR１５）の間の接点に電圧（V３及びV４）が印加されることで
ある。これら電圧（V１～V４）は予め定めた値で印加される。
【００７６】
　電圧調整部５７３の可変抵抗（VR１、VR２）値が決定されるによって演算増幅器（OP１
、OP２）からの出力値が決められれば、電圧（V１、V２）が印加される抵抗（R１、R５）
まではこれら演算増幅器（OP１、OP２）の出力電圧に影響を受け、該当する正極性の階調
電圧が決定される。しかし、電圧（V１、V２）の印加範囲内で出力される電圧は演算増幅
器（OP１、OP２）の出力電圧に関係なく、予め決められた電圧（V１、V２）と抵抗（R２-
R４）によって分圧された正極性の複数個の階調電圧を出力する。
【００７７】
　また、負極性の階調電圧も正極性の場合と同様に、演算増幅器（OP３、OP４）の出力に
影響を受ける階調電圧は、電圧（V３、V４）が印加される抵抗（R１１、R１５）によって
分圧された値である。しかし、抵抗（R１２～R１４）によって分圧されて出力される電圧
は、演算増幅器（OP３、OP４）の出力に影響を受けず、値が決められた電圧（V３、V４）
による負極性の階調電圧が出力される。
【００７８】
　このように、正極性と負極性の階調電圧は、電圧（V１～V４）が印加される接点以前ま
では演算増幅器（OP１～OP４）の出力電圧に影響を受けて可変抵抗（VR１、VR２）の変化
に連動するが、それ以外の区間では電圧（V１～V４）と分圧抵抗によって決められた変化
しない階調電圧を出力する。
【００７９】
　図６に示した電圧出力部５７４１では既に決められた電圧（V１～V４）が抵抗（R１及
びR２、R４及びR５、R１１及びR１２、R１４及びR１５）の間に印加されるが、演算増幅
器（OP１～OP４）からの出力電圧に影響を受ける程度によって、電圧（V１～V４）の印加
位置を調整することができる。
【００８０】
　このような本発明の他の実施例によって、図７に示したように、可変抵抗（VR１、VR２
）の可変値を調整して、ホワイト階調とブラック階調付近の一定の範囲において階調電圧
を変えることができる。
【００８１】
　また、電圧調整部５７３と電圧出力部５７４１は全て印刷回路基板５００に装着できる
。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本発明の実施例による液晶表示装置の全体的な概念図である。
【図２】一画素に対する等価回路図である。
【図３】本発明の実施例による液晶表示装置の構成図である。
【図４】本発明の一実施例による階調電圧生成部の詳細回路図である。
【図５】本発明の他の実施例による階調電圧生成部の詳細回路図である。
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【図６】本発明の他の実施例による階調電圧生成部の詳細回路図である。
【図７】本発明の他の実施例による階調と透過率間の関係を示したグラフである。
【符号の説明】
【００８３】
２７０　　基準電極
３００　　基板アセンブリ
４２０　　ゲート駆動部
４３０　　データ駆動部
５５０　　信号制御部
５６０　　駆動電圧発生部
５７０　　階調電圧生成部

【図１】 【図２】



(12) JP 4373914 B2 2009.11.25

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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